
クラウドファンディングの概要 

現状では、数十万～数百万の事業・プロジェクトの立上げ資金を、インターネットを
使って個人の賛同者から一人当たり数万円程度を集めるファイナンス方法を指す 

個人 
事業・プロジェクト 

事業・プロジェクト 
内容 賛同 

事業・プロジェクト 
の必要資金 

事業・プロジェクト 
の成果物の一部 
若しくは報告 

寄付金 

事業・プロジェクト 
の成果物の一部 
若しくは報告 

ＳＮＳ活用で共感を広める 

プラットフォーム 

情報の集約や寄附集めなどの
オペレーションを代行 
 

現状の手数料は。１０～２０％
程度（主要な３社） 
 
 
※２０１１年３月から始まる 



マイクロファイナンスの概要 

中小企業の特定の事業や大震災からの復興資金集めなど、数百万から数千万円の
事業型ファンドの出資金集めがインターネットを使って行われている。 

個人 
事業型フォンド 

事業・プロジェクト 
内容 共感・興味 

ファンドの出資金 

事業・プロジェクト 
による利益の配当 

出資金 

利益の配当 

ＳＮＳやパブリシティの 
利用で情報を広める 

プラットフォーム（仲介業者） 

事業ファンドの組成やファイナ
ンス実務を行う為、事業内容
に対して、一定の審査を行う。 

現状の手数料は。５～１０％程
度 
 
 
 

※不特定多数なら、事業型
ファンドの自己募集となり、第
二種金融商品取引業 

寄付金
が付く
場合も 



ベンチャー企業のファイナンスへの応用の可能性 

個人投資家 ベンチャー企業 

事業内容や 
事業リスク 

興味・リスク
の理解 

ベンチャー企業の
資本 

投資 

不特定多数の投
資家を仲介する
仕組みは、現状
ではない。 

企業が直接投資
資金を集める。 
 
 

ベンチャー企業がリスクメマネーを集める方法として、クラウドファンディングやマイクロ
ファインナンスで一定の個人の支持を得た事業に対し、ベンチャーキャピタルが出資して
いく方法も考えられるが、一方、個人のリスクマネーを広く集める方法も検討されるべき 

不特定多数から少額の資金を集
めるには、 

・１億円以下なら、募集する有価
証券内容を記載した有価証券通
知書 

・１０００万円以下なら、その通知
書も不要 
 

しかし、現状ではこれらのファイナ
ンスを仲介する業者はいない 
 

機関投資家 
（ベンチャキャピタルなど） 

クラウドファンディ
ングやマイクロファ
イナンスで一定の

実績 

事業に対する個人
の支持が見える 

リスクマネー
の提供 

エンジェル税
制対象企業 

税制メリット
の理解 

現状のルールでは証券会社は取り扱え
ない。しかし、４月に米国で成立した
JOBS Actのクラウドファンディング条項で

は、少額の事業資金をＳＥＣの登録なし
に集めることが可能となっている。但し、
所得や資産に関する制限はある。 
（仲介方法などは今後決定） 


